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第２節　社　　　会

第１　本指導実践事例集の活用について

１　作成の基本的な考え方

⑴　本資料は、中学校学習指導要領及び埼玉県中学校教育課程編成要領・同指導資料・同評価資料の社会の趣旨を踏まえて

作成したものである。その際、改訂の趣旨を生かし、社会の基礎的・基本的な内容の確実な定着を図るとともに、「知識・

技能の活用」「言語活動の充実」「伝統や文化に関する学習の充実」「小・中学校の連携を図る学習」「社会参画に関する学習」

「作業的・体験的な活動を取り入れた学習」の指導のポイントについて明確にした上で、それぞれ１事例ずつ実践を掲載した。

⑵　実践事例中に、「情報教育」「環境教育」「防災に関する教育」「図書館の利用」「資源やエネルギーに関する教育」「道徳

教育」「ＮＩＥ」との関連について明示することによって、各学校で活用していただけるよう工夫した。

２　取り上げた内容

３　活用に当たっての配慮事項

⑴　各学校では、本資料を参考にし、社会科の年間指導計画や単元ごとの指導計画と評価計画を見直し、計画的・組織的に

指導に当たることが必要である。特に次の点に配慮する。

　○　地域や学校の実態及び生徒の発達の段階や特性を十分考慮し、それを生かした授業を構成する。

　○　学習課題の解決に向けて調べたり考えたりすることで結論を導き出すような問題解決的な学習を一層充実させる。

　○　見学、調査、家庭学習など、家庭や地域との連携を深めた学習を計画的に行う。

　○　学習評価の工夫改善を図り、生徒の指導に生かす効果的で効率的な評価を行う。

⑵　実践事例集としてより活用できるよう、ポイントとなる部分や関連する内容を枠で囲い明確にしているので、各事例の

学習方法の工夫や実践事例の特色等を参考にして、本資料を役立てていただきたい。
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第２　実践事例
 事例１　　世界の様々な地域の調査　－知識・技能の活用を図る学習－
　中学校学習指導要領では、「世界の様々な地域の調査」について、「様々な地域又は国の地域的特色をとらえる適切な主題
を設けて追究し，世界の地理的認識を深めさせるとともに，世界の様々な地域又は国の調査を行う際の視点や方法を身に付
けさせる。」とある。本実践では、知識・技能の活用を工夫するとともに、情報教育の視点も踏まえて学習を展開した。

１　単元名　　地理的分野 ⑴エ　世界の様々な地域の調査

２　単元について
　「世界の様々な地域の調査」は「世界の様々な地域」の「ア　世界の地域構成」
「イ　世界各地の人々の生活と環境」「ウ　世界の諸地域」の学習において、世
界の六つの州ごとに、基礎的・基本的な地理的知識・技能を習得させ、各州を
大観したのちに、まとめとして実施する調査学習である。そこで、本実践では
世界の様々な地域の様子を的確に把握できる地理的事象を取り上げ、生徒が関
心をもつ主題を設定して地域的特色を理解させ、明らかにする学習を展開する
こととした。生徒が世界の地理的事象や課題を身近に感じ、世界の諸地域につ
いてのイメージをもてるような学習を展開できるよう、世界各地の気候や生活、
宗教、州レベルでの特色や自然環境などの知識、また、雨温図の読み取り、主
題図と一般図の使い分け、統計の利用といった技能など、既習の知識・技能の
活用を図ることを工夫した。

３　単元の目標と評価規準
　世界の諸地域に暮らす人々の生活の様子を的確に把握できる地理的事象を取り上げ、様々な地域又は国の地域的特色をと
らえる適切な主題を設けて追究し、世界の地理的認識を深めさせるとともに、世界の様々な地域又は国の調査を行う際の視
点や方法を身に付けさせる。

４　指導計画と評価計画（8時間扱い）
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５　本時の学習（第７／８時）
⑴　本時の目標
　世界の様々な地域の調査とその地域的特色に関して収集した様々な資料から、有用な情報を適切に選択して調べた結果
を文章でまとめたり、グラフや表にして分かりやすく示したり、地図を活用して表現し、調査結果を多面的・多角的に考
察し、追究した過程や結果を適切に表現する。
⑵　本時の展開
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６　実践の工夫と考察
⑴　知識・技能の活用について
　本単元の前までに学習した知識としては

　世界の姿や位置関係、世界各地の自然や生活、宗教、州ごとの特色や自然環境
　
　などがあり、学習した技能としては

　雨温図の読み取り、主題図や一般図の使い分け、略地図の描図、グラフの特徴
　を生かした使い分けや読み取り、作成、地図帳の利用、統計の利用

などがある。これらを活用し主題設定をスムーズに行うために、「世界各地の人々
の生活と環境」「世界の諸地域」の学習を通じて疑問に思ったことや、関心をもっ
たことをその都度、ノートに書き留めておいたり、ウェビングマップを作成し知識
を整理したりすることでつまずきが少なくなった。また「世界各地の人々の生活と
環境」「世界の諸地域」の学習で用いた主題図やグラフ等を積極的に活用し、資料
活用の技能を高めさせた。

⑵　生徒の作品

⑶　まとめ
　主題の設定からレポートが完成するまでの各段階において既習の知識・技能が活用できるようにするためには、それら
が何なのかをはっきりさせておく必要がある。主題を決める段階で既習の知識・技能について確認しておくとよい。また、
学習がスムーズに進むかどうかは主題設定による部分が大きい。主題を決める際に生徒の実態に応じ、クラス全体で調べ
る国は統一した上で、一人一人もしくは班ごとにテーマを設定し、それを調査していくといったことも可能である。また、
まとめをレポート形式ではなくポスターや新聞を使うことも考えられる。実際に主題を設定するのが大変だったという声
も多く聞かれたが、主題が明確に決定できた生徒はその後の調査も順調に進めることができた。
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 事例２　　日本の諸地域　－言語活動の充実を図る学習－
　中学校学習指導要領では、「日本の諸地域」の取扱いについて「地域の特色ある事象や事柄を中核として，それを他の事
象と有機的に関連付けて，地域的特色を追究するようにすること」とある。本実践では、作業的・体験的な学習を通して言
語活動の充実を工夫した。

１　単元名　　地理的分野　(2)ウ　日本の諸地域

２　小単元「環境問題や環境保全から見た近畿地方」について
　「日本の諸地域」は、学習指導要領解説社会編（P47参照）に示された(ｱ)
から(ｷ)の考察の仕方に基づき、中核とする地理的事象や事柄を、他の
事象と有機的に関連付けて地域的特色をとらえる取扱が求められる。こ
の小単元では近畿地方を取り上げ、「考察の仕方」の(ｴ)「環境問題や環
境保全を中核とした考察」に基づいて構成する。近畿地方では「水瓶」
として琵琶湖の果たす役割が大きい。これに、大阪大都市圏や阪神工業
地帯などを関連付け、琵琶湖の環境保全の取組が重要な課題となってい
ることを考えさせる。

３　単元の目標と評価規準
　日本を幾つかの地域に区分し、それぞれの地域について(ｱ)から(ｷ)の
考察の仕方を基にして、地域的特色をとらえさせる。

４　指導計画と評価計画（32時間扱い）
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　小単元「環境問題や環境保全から見た近畿地方」の指導計画と評価計画（４時間扱い）

５　本時の学習（第４／４時）
⑴本時の目標
　琵琶湖の環境保全が大切な理由を、都市圏の拡大や産業の発達などと関連付けて多面的・多角的に考察するとともに、
意見交換を通して持続可能な社会の構築のためには環境保全の取組が大切であることについて考える。
⑵　本時の展開
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６　実践の工夫と考察
⑴　言語活動の充実を図るための工夫

⑵　資料について
　　　　　調査プリント(第２時)　　　　　　　　　発表シート(第３時)

⑶　まとめ
　生徒の記述を見ると、概ね大阪大
都市圏の人口増加や産業の発展に伴
い水需要が増加していることや、琵
琶湖と淀川に水源を頼っているをと
らえて論述していた。発表内容をメ
モしたワークシートを見ると、キー
ワードを適切に書き取れている生徒
が多かった。意見交換の時間は十分
には取れなかったが、琵琶湖の水利
用の状況や課題などを整理すること
ができた。以上の点から、本実践の
手立ては言語活動の充実を図り、本
小単元のねらいを達成する上で効果
的であったと考える。
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 事例３　　身近な地域の歴史を調べる活動　　－伝統や文化に関する学習の充実－
　中学校学習指導要領では、「身近な地域の歴史を調べる活動」について、「計画的に実施し,地域の特性に応じた時代を取
り上げるようにするとともに,人々の生活や生活に根ざした伝統や文化に着目した取扱いを工夫すること。その際,博物館,郷
土資料館などの施設の活用や地域の人々の協力も考慮すること」とある。本実践では、近世の草加を題材に現地調査を実施
し、受け継がれてきた伝統や文化への関心を高める学習を展開した。

１　単元名　　歴史的分野⑴イ　身近な地域の歴史を調べる活動

２　単元について
　今回の歴史的分野の改訂の要点の一つとして、「様々な伝統や文
化の学習の重視」がある。特に本単元において、「具体的な事柄を
通して受け継がれてきた伝統や文化への関心を高める」とされ、居
住地域や学校所在地域を中心に、博物館等の施設や地域の人々の協
力を考慮しながら、生徒による「調べる活動」を行い、具体的な歴
史的事象から時代の様子を考え、歴史の学び方を身に付けさせるこ
とが求められている。
　県内には、各街道の宿場として発展した地域や大消費地江戸と商
品供給地として結び付いていた地域が多く、人々の生活のあとが多
く残されている。特に草加は、江戸時代に整備された日光街道の宿
場町として形成された町であり、江戸近郊の農地として新田開発な
どが盛んに行われた地域で、地名や寺社、石碑や石仏などにその歴
史を知ることができる。これらの調査を通して、歴史の担い手とし
ての農民や町人の活躍に注目させ、地域の歴史から歴史に興味をも
ち地域を愛する気持ちを高めるとともに、調査・まとめ・発表とい
う歴史の学び方を身に付けさせることができると考える。

３　単元の目標と評価規準
　身近な地域の歴史を調べる活動を通して、地域への関心を高め、地域の具体的な事柄との関わりの中で我が国の歴史を理
解させるとともに、受け継がれてきた伝統や文化への関心を高め、歴史の学び方を身に付けさせる。

４　指導計画と評価計画（９時間扱い）

○小学校での学習との関連に留意する。
○身近な歴史上の人物を取り上げることに留意する。
○民俗学、考古学の成果の活用や、博物館、郷土資料館、
地域の人材の活用を図る。
○調査・見学・体験やインタビューから資料を収集し、結
果をまとめ、発表する等の活動を通し、歴史の学び方
を学ぶとともに、思考力や表現力を高める学習とする。
○地域に誇りをもち、地域に生きる一員としての自覚を
高めるよう配慮する。

　伝統や文化への関心は、歴史の中で現在の自分たちに
もつながっていることを実感させることで高められる。
ポイントとして５点あげたが、これらを生かすためには、
身近な地域を取り上げる学習が最適である。その際、ど
の時代のどんな歴史的事象や人物を地域の歴史として取
り上げるかを研究し効果的に扱う。
　また、時代を特定せずに、地域の歴史全般を取り上げ
る学習も考えられる。この他にも、祭りや民俗芸能、工
芸品、農産物、商業施設など他分野との関連を図ること
で、より効果的な学習になる。
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５　本時の学習　（第１／９時）
⑴　本時の目標
　地域の古い地図と現在の地図を比べ、河川や街道、地名などから分かることや疑問点などをあげ、地域の様子ついて考
がえ新田地区の成り立ちについて理解する。
⑵　本時の展開
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⑶　まとめ
　生徒にとって近世は遠い過去であるが、学校周辺の地域にも当時の生活を示す石仏な
どが残っていることに驚きがあった。また、貧しく、生きるのに精一杯だと先入観を抱
いていた農民の生活が、今と同様に娯楽を求めたり、生活を楽しんだりしたことを読み
取り、近世のイメージを新たにした生徒が多かった。石碑の中には、現在でも地域に多
い名字が見られ、中には自分の先祖を見付けた生徒もいて親近感をもったようだ。
　この地域調査によって、江戸時代の民衆についての理解が深まり、地域に生きる自分
たちの存在を、現在に続く歴史の流れの中で意識することができた。また、歴史の学び
方を学ぶ力を付けることができたと考えられる。

６　実践の工夫と考察
⑴　地域の学習を通し、伝統や文化への関心を高めるために

⑵　資料について　　　調査説明資料１

調査シート
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 事例４　　現代の日本と世界　－小・中学校の連携を図る学習－
　中学校学習指導要領解説では、「現代の日本と世界」について、「第二次世界大戦後から冷戦の終結ごろまでの歴史を扱い，
我が国の現代の特色を，世界の動きとの関連に着目して学習させる」とある。本実践では、適切な課題を設けて行う学習と
して構成するとともに、単元の導入部分で小・中学校の連携を図る学習を工夫した。

１　単元名　　歴史的分野　(6)現代の日本と世界

２　単元について
　学習指導要領の改訂では、近現代の学習の一層の重視を打ち出
し、「近現代の学習の重視とは，必ずしも学ぶ事象の増大や詳細
化を意味するものではない。むしろ，生徒にとって理解しにくい
面をもつ近現代の学習においては，具体的な事例を取り上げたり，
思考や表現を重視した学習を進めたりしてその大きな展開をつか
ませるなど，扱い方を一層工夫することが重要である」とされて
いる。これを受けて本実践では、適切な課題を設けて行う学習と
して構成し、小グループの調査発表を軸に学習が展開するように
した。また、言語活動の充実の観点から、単元の課題設定の場面、
グループによる調査発表、時代を大観し表現する学習を中心に、
「読み取り、解釈、説明、論述、討論」といった活動の充実を図った。

３　単元の目標と評価規準
○　冷戦、我が国の民主化と再建の過程、国際社会への復帰など
を通して、第二次世界大戦後の諸改革の特色を考えさせ、世界
の動きの中で新しい日本の建設が進められたことを理解させる。
○　高度経済成長、国際社会との関わり、冷戦の終結などを通し
て、我が国の経済や科学技術が急速に発展して国民の生活が向
上し、国際社会において我が国の役割が大きくなってきたこと
を理解させる。

４　指導計画と評価計画（16時間扱い）
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５　本時の学習（第１/16時）
⑴　本時の目標　
　新しい日本の建設、経済や科学技術の急速な発展と国民生活の向上、国際社会における我が国の役割の増大など、現代
の歴史的事象に対する関心を高め、意欲的に追究して現代の特色をとらえる。
⑵　本時の展開
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６　実践の工夫と考察
⑴　小学校との連携について
　小学校との連携を図る上で出発点になるのは、小学校でどの
ような学習を行っているのかを知ることである。小学校学習指
導要領や教科書、副読本に目を通して、小・中学校７年間の社
会科の学習内容と系統性を構造的に把握した。さらに、生徒の
出身小学校教諭と情報交換をし、小学校での学習方法や時間を
かけて指導した内容や小・中学校で繰り返し出てくる内容につ
いて扱い方の違いを確認することで、指導方法の工夫に生かす
ことができた。
　また、中学校学習指導要領では､「各時代の学習の初めにそ
の特色の究明に向けた課題意識を育成」するための、学習の動
機付けが求められている。その際、本実践のように小学校での
既習知識を生かして、その時代のイメージを表現させたり、前
の時代との違いを予想させたりすることは、他の単元でも可能
である。

⑵　資料について
　以下の資料は、単元のまとめ（第15時・16時）で使用したワー
クシートの一部である。学習した内容を活用して時代を大観し
表現する活動を通して、時代の特色をとらえさせることを目的
としている。四角で囲んだキーワードの内容を自分の言葉で表
現するとともに、事象間の関連付けなどを線で結ぶなどして考
えることから、基礎的・基本的な知識の定着が期待できる。
　また、単元の早い段階でこうしたワークシートを示すことで、これから行う学習の全体像をつかむことができ、見通し
をもって学習に参加することができた。

⑶　まとめ
　「戦後史の代表的な９枚の写真が授業や発表の中で繰り返し出てくることで、時代のイメージをとらえることができた。」
「小グループの調査発表学習を行い、様々な資料を読み取ってまとめ、意見交換を重ねることで、自分の考えが深まった。」
という生徒の声が多く聞かれた。また、小学校の学習内容の中でも特に時間をかけている事項を、単元の導入で活用する
こと、歴史の流をとらえさせる際の基軸として生徒に意識化させることの有効性を、本実践を通して確認することができた。
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 事例５　　選挙の意義　－社会参画に関する学習の充実－
　中学校学習指導要領解説では、「選挙の意義」について、選挙が「主権をもつ国民の意思を政治に反映させるための主要
な方法であり，議会制民主主義を支えるものであることを理解させるとともに，良識ある主権者として主体的に政治に参加
することの意義を考えさせる」とある。本実践では、社会参画の視点を中心とするとともに、道徳教育との関連も工夫して
展開した。

１　単元名　公民的分野 (3)イ　民主政治と政治参加

２　小単元（選挙の意義）について
　選挙の意義を考えさせる学習は、公民的分野内容(3)「私
たちと政治」の「イ 民主政治と政治参加」に位置付けられる。
この学習を展開する際には、具体的な事例を取り上げて関心
を高めさせるとともに、正しい選挙が行われることや選挙に
参加することの重要性について十分に考えさせることが大切
である。
　そこで、選挙に関する喫緊の課題である投票率の低下、特
に若者の投票率の低下を論点として取り上げて模擬選挙を行
うことで、選挙への関心を高め、投票率が高くならない理由
や主権者として自分がどのように行動するのかを考える学習
を行った。

３　小単元の目標と評価規準
　選挙が、主権をもつ国民の意思を政治に反映させるための主要な方法であり、議会制民主主義を支えるものであることを
理解させるとともに、良識ある主権者として主体的に政治に参加することの意義を考えさせる。

４　指導計画と評価計画(４時間扱い)
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５　本時の学習（第４／４時）
⑴　本時の目標
○　模擬選挙を通じて、選挙に参加する意義と選挙の問題点について多面的・多角的に考える。
○　論理的かつ具体的なマニフェストを作成し、支持を得られるように分かりやすく政策を発表する。論理的で正しい判
断のもと模擬選挙に参加する。

⑵　本時の展開
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６　実践の工夫と考察
⑴　社会参画の視点と選挙の意義について

⑶　まとめ
　生徒の感想には、「投票率が低い理由には、候補者の主張が他の候補との違いが明確でないこともあると思う。候補者
が考えを主張するには、しっかり準備して根拠となる事実を提示できるようにしないといけないことを実感した。」、「本
当の選挙演説はどのように行われるのか詳しく見たい。」、「選挙の大切さが分かった。主権者として必ず選挙権を行使し
て自分の考えを示したい。」、「まず、政治家が国民に理解を得られる政治をして政治不信をなくし、政治への関心を高め
させるべきだ。」など様々なものがあった。この実践は、マニフェスト型の提案作成の流れに従って、５Ｗ１Ｈ＋予算の
項目でマニフェストを作成することで、考えを整理することができ、言語活動を通して、思考力・判断力・表現力等の育
成を図る上でも効果的であった。

⑵　資料について
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 事例６　　世界平和と人類の福祉の増大　－作業的、体験的な学習の充実－
　中学校学習指導要領では、「世界平和と人類の福祉の増大」について、「地理的分野，歴史的分野との関連を図り，その学
習の成果を生かす工夫を行うこと」とある。本実践では、分野間の関連を図りつつ、単元を通したテーマを設定して作業的、
体験的な学習の充実を工夫して展開した。

１　単元名　公民的分野　 (4)ア　世界平和と人類の福祉の増大

２　単元について
　この単元では「世界平和の実現と人類の福祉の増大のためには，国際協調の
観点から，国家間の相互の主権の尊重と協力，各国民の相互理解と協力及び国
際連合をはじめとする国際機構などの役割が大切であることを認識させ，国際
社会における我が国の役割について考えさせる」ことを主なねらいとしている。
本実践は、地球環境、資源・エネルギー、貧困などの様々な国際問題の解決の
ために経済的、技術的な協力などが大切であることを作業的、体験的な学習を
通して理解させる。また、指導に当たっては、この中項目の内容の全般にわたっ
て、地理的分野、歴史的分野との関連を図り、その学習の成果を生かすことに
留意する。

３　単元の目標と評価規準
　世界平和の実現と人類の福祉の増大のためには、国際協調の観点から、各国
民の相互理解と協力及び国際機構などの役割が大切であることを認識させ、国際社会における我が国の役割について考えさ
せる。また、地球環境、資源・エネルギー、貧困などの課題の解決のためには経済的、技術的協力が大切であることを理解
させる。

４　指導計画と評価計画（10時間扱い）
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５　実践の工夫と考察
⑴　作業的、体験的な学習について
　本実践では、「模擬国際会議」という設定で作業的、体験的な
学習を展開した。教室全体を右の配置図のようにし各分野の発表
ブースを設け、ポスターセッション形式で模擬国際会議を行った。
発表を行うに当たり、１時間目にグループ分けをしておき、２時
間目以降に家庭学習も利用して、自分のグループ以外のテーマに
ついてもあらかじめ学習しておくことで、その時に疑問に思った
ことなどを発表時に調べたり、聞く側も質問したりするようにさ
せた。作業的な学習を実施する際には、地図、新聞、読み物、統
計その他の資料を活用し、問題解決のための適切な方策を考え、
分かりやすくまとめ、発表させることが大切である。各発表を聞
き、最終的に我が国はどの問題の解決を重視すべきかを考えさせることで、生徒は主体的に学習に参加していた。このよ
うに、単元を通した適切な課題を設け、多様な手法を用いて作業的、体験的な学習を展開することで、生徒の主体性を高
めることができ、基礎的・基本的な知識の習得が図られた。

⑵　資料について
　　環境問題を発表したグループのワークシート

⑶　まとめ

　生徒のまとめの記述を見ると、「世界の様々な問題を解決していくためには、日本だけでなく各国が協力しなければな

らない」という記述を多く見ることができた。本実践では、事前に内容を学習したうえで模擬国際会議という発表の場を

設けたことで、主体的な作業的学習が展開でき、また、発表で担当した分野以外についても知識の定着を図ることができた。

対立と合意の視点を取り入れた発表例


